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５
月
26
日
の
総
会
に
て
会
長
職
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
会
員
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
活
動
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
連
絡
会
は
じ
め
市
内
各
団
体
と
の
連

携
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
行
政
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
協
会
が
設
立
さ
れ
て
10
年
を

経
過
す
る
節
目
の
年
で
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、
在
宅
で
介
護
保
険
を
利
用
す
る

方
の
担
当
の
ほ
か
、
施
設
入
所
し
て
い
る
方

を
支
援
す
る
者
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
従
事
す
る
者
と
多
岐
に
わ
た
り
在
籍
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
私
た

ち
の
研
修
活
動
の
あ
り
方
に
も
改
編
の
必
要

性
が
み
え
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
旧
４
市

が
合
併
し
て
再
編
成
さ
れ
た
区
ご
と
の
活
動

は
、
複
数
の
区
幹
事
が
合
同
で
サ
ロ
ン
を
企

画
・
実
施
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
り
、
６
年

目
と
な
る
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
が
定
着
す
る
に
つ
け
て
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

活
動
に
は
一
層
の
独
創
性
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、
メ
イ
ン
と
な
る
全
体
研
修
は
そ

の
内
容
が
対
外
的
に
も
評
価
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
国
の
委
託
事
業
の
一
端
へ
の
参
画
提
示

を
い
た
だ
い
た
り
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
対
象
に

実
施
し
て
き
た
活
動
内
容
は
数
年
に
わ
た
り

会
長
挨
拶

宮
本
　
好
彦
（
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　
「
平
成
24
年
度　

通
常
総
会
お
よ
び
協
会
設
立
10
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
５
月
26
日
（
土
）
13
時
45
分
～
14
時
45
分
（
通
常
総
会
）

17
時
00
分
～
19
時
00
分
（
10
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
）

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館
（
通
常
総
会
）

め
し
屋
Ｂ
ａ
ｒ
ニ
ュ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
（
10
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
）

テ
ー
マ
を
定
例
化
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と

で
着
実
に
参
加
者
を
増
や
し
て
会
員
の
資

質
向
上
に
実
効
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
24
年
度
は
医
療
・
介
護
保
険
の
報

酬
同
時
改
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ふ

た
つ
の
保
険
制
度
が
整
合
性
を
目
指
し
、

両
サ
ー
ビ
ス
の
切
れ
目
な
い
提
供
、
体
制

整
備
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
す
。「
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
」

へ
向
か
っ
て
は
あ
と
２
回
の
同
時
改
定
が

控
え
て
い
ま
す
。
今
回
も
含
め
こ
の
同
時

改
定
の
と
き
こ
そ
私
た
ち
は
介
護
職
の
専

門
性
や
専
門
領
域
を
ど
う
確
立
し
て
い
く

か
、
考
え
る
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

「
責
任
が
増
え
る
ば
か
り
で
報
酬
は
上
が

ら
な
い
」「
業
務
改
善
と
か
い
っ
て
書
類

や
様
式
が
増
え
る
ば
か
り
」
な
ど
お
門
違

い
な
こ
と
で
苦
悩
す
る
こ
と
か
ら
は
脱
却

し
、
前
向
き
に
自
分
の
仕
事
の
領
域
を
広

げ
て
い
く
姿
勢
に
専
門
性
を
加
え
る
こ
と

で
社
会
評
価
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
専

門
性
を
磨
い
て
利
用
者
（
国
民
）
の
信
頼

を
得
た
上
で
、
初
め
て
待
遇
面
も
含
め
た

真
の
意
味
で
の
専
門
職
を
確
立
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
協
会
会
員
す
べ
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
場
を
提
供
い
た
し
ま

す
。
協
会
の
今
後
の
展
望
も
共
に
考
え
語

ら
い
な
が
ら
…
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
！

　

５
月
26
日
（
土
）
さ
い
た
ま
共
済
会
館

に
お
い
て
「
平
成
24
年
度
さ
い
た
ま
市

介
護
支
援
専
門
員
協
会
通
常
総
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
会
員
出
席
者
は
、
65
名
を
数

え
、
来
賓
に
は
さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉

局
福
祉
部
部
長　

山
本
信
二
氏
を
は
じ

め
、
行
政
か
ら
も
多
数
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
関
係
諸
団
体
と
し
て
、
さ
い

た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会
、
大
宮
地
区
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
連
絡
会
か
ら
も
ご
出
席
を
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
、
清
水
勇
人
市
長
に
は
、
ご
多

忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
、
さ
い
た
ま
市
の
人
口
は
、
１
２
４

万
人
、
65
歳
以
上
の
方
々
は
、
24
万
人

を
超
え
、
高
齢
化
率
１
９
．
５
％
と

い
う
状
況
。
こ
れ
が
平
成
26
年
度
に
は
、

27
万
人
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
化
率

が
21
％
を
超
え
る
超
高
齢
社
会
に
突
入

し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
時
期
を
迎
え
、
さ
い
た
ま
市

で
は
、
４
月
１
日
か
ら
「
さ
い
た
ま
市

誰
も
が
安
心
し
て
長
生
き
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
通
称
「
安
心
長
生
き
条
例
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
尊
厳
を
保

ち
、
安
心
し
て
長
生
き
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
。
基

本
理
念
は
、
＊
市
民
一
人
ひ
と
り
が
居

場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
。　

＊
市
民
一
人
ひ
と
り
が
支
え

合
い
の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
。　

＊
市
民
一
人
ひ
と

り
が
高
齢
期
を
迎
え
て
も
安
心
し
て
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
健
康
づ
く

り
等
を
目
的
と
し
た
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
拡
充
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
サ
ー

ク
ル
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
「
長
寿
応
援
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
を
創
設
。
そ
し
て
、
公
共
施

設
等
を
無
料
ま
た
は
低
額
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
ゴ
ー
ル
ド
チ
ケ
ッ
ト
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交
付
事
業
」
あ
る
い
は
地
域
で
の
支
え

合
い
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
「
高

齢
者
見
守
り
協
力
員
」
の
創
設
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
さ
い
た
ま
市
は
、
超
高
齢
社
会

に
よ
り
、「
独
居
高
齢
者
」「
認
知
症
の

増
加
」「
介
護
の
長
期
化
」「
介
護
負
担

の
増
大
」「
老
々
介
護
」「
高
齢
者
虐
待
」

な
ど
、
様
々
な
問
題
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
清
水
市
長
は
、「
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
や
か
に
安

心
、
安
全
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、
助
け
合
っ

て
い
く
地
域
の
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築

が
大
変
重
要
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
介
護
支
援
専
門
員

の
皆
様
で
す
。
連
携
を
一
層
深
め
、
介
護
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
滞
り
な
く
承
認
さ

れ
、
会
長
に
は
、
三
恵
苑
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
宮
本
好
彦
氏
が
前
年
度

に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
、
各
役
員
、
委

員
に
つ
い
て
も
承
認
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
協
会
設
立
10
周
年

と
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
た
め
、「
協

会
設
立
10
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催

さ
れ
た
。
来
賓
に
行
政
か
ら
多
数
ご
出

席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
埼
玉
県
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
、
歴
代

ケ
ア
マ
ネ
協
会
会
長
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。

　

余
興
と
し
て
、
落
語
家
の
三
遊
亭
楽

生
氏
（
さ
い
た
ま
市
出
身
で
、
現
在
34

歳　

テ
レ
ビ
埼
玉
「
彩
の
国
ニ
ュ
ー
ス

　

ほ
っ
と
」
に
出
演
中
！
）
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
楽
生
氏
の
話
が
始
ま
る
と

会
場
の
空
気
が

一
変
し
、
一
瞬

で
場
の
雰
囲
気

を
掴
む
と
こ
ろ

は
圧
巻
。
声
量

豊
か
で
軽
快
な

話
し
方
は
、
聞

き
手
の
心
を
引

き
つ
け
、
絶
え

間
な
い
笑
い
も

あ
り
、
今
後
の

ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ

る
。

　

表
紙
（
広
報

誌
）
の
さ
い

た
ま
市
介
護
支

援
専
門
員
協
会

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

は
、
さ
い
た
ま

市
各
区
の
十
色
を
使
用

し
、「
人
が
支
え
合
い
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ

よ
う
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
和
」
の
意
味
を
込

め
て
い
る
。
思
い
を
確

か
め
合
い
平
成
24
年
度

の
幕
が
開
け
た
。
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今
年
度
最
初
の
全
体
研
修
会
は
、
和
光

市
保
健
福
祉
部
次
長
兼
務
長
寿
あ
ん
し
ん

課
長　

東
内
京
一
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
介
護
支
援
専
門
員
の
今
後
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

東
内
氏
は
、
厚
労
省
老
健
局
で
国
政
の

業
務
経
歴
が
あ
り
、現
在
、厚
労
省
の
「
ケ

ア
マ
ネ
の
在
り
方
検
討
会
」
構
成
員
で
も

あ
り
、
保
険
者
と
し
て
介
護
予
防
、
地
域

ケ
ア
の
確
立
を
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
、
65
歳

以
上
の
被
保
険
者
数
は
、
２
０
１
１
年

４
月
末
で
２
９
０
７
万
人
（
11
年
間
で

７
４
０
万
人
増
加
、
34
％
増
）、
要
介
護

認
定
を
受
け
た
人
数
は
、
同
５
０
８
万

人
（
11
年
間
で
２
９
０
万
人
増
加
、

１
３
３
％
増
）、
今
後
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
増
し
、
特
に
埼
玉
県
の
増
加
率
は
、

全
国
１
位
に
な
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
中

で
も
埼
玉
県
南
部
（
全
国
１
位
は
三
郷

市
）
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
高
齢

　

２
０
２
５
年
の
高
齢
社
会
を
踏
ま
え
る

と　

①
高
齢
者
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
の
増
大
、

②
単
身
世
帯
の
増
大　

③
認
知
症
を
有
す

る
者
の
増
加
が
想
定
さ
れ
、「
地
域
包
括

ケ
ア
」
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
み
な
ら
ず
、
見
守
り
な
ど
の
様
々
な

生
活
支
援
や
成
年
後
見
等
の
権
利
擁
護
、

住
居
の
保
障
、
低
所
得
者
へ
の
支
援
な
ど

様
々
な
支
援
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
支
援
の
あ

り
方
を
示
さ
れ
た
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、「
自
分
が

住
ん
で
い
る
市
町
村
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
見
た
り
、
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
問
い
か
け
が
あ
り
、
介
護
保

険
制
度
の
枠
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
、
特
に
「
要
介
護
認
定
者
推
計
」「
サ
ー

ビ
ス
利
用
必
要
量
、
供
給
量
」
の
欄
は
必

ず
見
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
基
本
条
文
の

中
で
、【
第
２
条
第
２
項
】・【
第
４
条
】

に
つ
い
て
国
民
の
理
解
が
薄
い
た
め
市

民
へ
の
周
知
徹
底
を
す
る
こ
と
が
大
切
。

特
に
４
条
に
は
、
国
民
の
努
力
義
務
と

し
て
「
自
ら
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
」「
常
に
健
康
の
保
持
増
進

に
努
め
る
」「
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場

平
成
24
年
度　

第
１
回
全
体
研
修
会

介
護
支
援
専
門
員
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

～　

第
６
期
（
平
成
２
７
年
度
）
介
護
保
険
改
正
を
見
据
え
て　

～

開
催
日
時　

平
成
24
年
５
月
26
日
（
土
）　

15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館

者
人
口
と
要
介
護
認
定
率
か
ら
、
75
歳
～

79
歳
は
、
１
３
．
７
％
、
80
～
84
歳
で
は

２
６
．
９
％
に
急
上
昇
し
、
４
人
に
１
人

が
認
定
者
。
今
後
、
さ
ら
に
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
介
護
予
防
の
必
要
性
を

強
調
さ
れ
た
。

　

国
民
の
意
見
募
集
に
よ
る
結
果
（
厚
生

労
働
省
老
健
局
）
で
は
、
本
人
の
希
望
と

し
て
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、「
家

族
に
依
存
せ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
自
宅
で
介
護
を

受
け
た
い
」
が
46
％
で
最
も
多
く
、
２
位

は
「
自
宅
で
家
族
の
介
護
と
外
部
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
介
護
を
受
け

た
い
」
24
％
、「
自
宅
で
家
族
中
心
に
介

護
を
受
け
た
い
」
４
％
。

　

70
％
以
上
が
在
宅
で
の
生
活
を
希
望
し

て
お
り
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
で
介
護
を
受
け
た
い
」
７
％
、「
医

療
機
関
に
入
院
し
て
介
護
を
受
け
た
い
」

２
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

合
で
も
そ
の
有
す
る
能
力
の
向
上
に
努

め
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
が

理
解
で
き
て
い
る
か
で
意
識
も
違
っ
て

く
る
。
和
光
市
で
は
、
市
民
に
４
条
に

つ
い
て
漫
画
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

ケ
ー
ス
記
録
の
書
き
方
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
、
論
文
の
よ
う
な
長
い
文
章
を
見

る
こ
と
も
あ
る
が
、
箇
条
的
に
書
く
こ
と

で
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。
和
光
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ケ
ア
会
議
（
地
域
ケ
ア

会
議
）
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
（
20
分
）

で
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
箇
条
的
に
書

く
訓
練
、
箇
条
的
に
発
言
す
る
訓
練
を
徹
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南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

テ
ー
マ　
「
事
例
検
討
会　

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
実
践
」

開
催
日
時　
平
成
24
年
6
月
11
日
（
月
）
10
：
00
～
12
：
00

開
催
場
所　
南
区
文
蔵
公
民
館　

第
一
会
議
室

　

今
回
の
南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
で
は
、

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
実
践
を
通
じ
た
事

例
検
討
会
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
30

名
。
通
常
の
参
加
人
数
よ
り
も
多
い
参

加
人
数
で
、
事
例
検
討
や
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
に
対
し
て
の
関
心
が
高
い
こ
と
が

判
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
つ

む
ぎ
の
保
坂
氏
よ
り
吉
島
豊
録
先
生
の

ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
を
い

た
だ
い
た
。（
平
成
23
年
度
第
４
回
全
体

研
修
で
の
抜
粋
）
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
大
切
な
プ
ロ
セ

底
的
に
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
涙
を
流
す

方
も
い
る
が
、
そ
こ
は
、
お
互
い
に
信
頼

関
係
を
作
り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
専
門
性
の

確
立
は
、「
高
度
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
能

力
か
ら
的
確
な
課
題
抽
出
」「
高
度
な
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
に
よ
る
課
題
対
応
・
解

決
」「
高
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
に
よ

る
検
証
・
評
価
・
進
行
管
理
」「
高
度
な

ケ
ア
チ
ー
ム
編
成
能
力
」（
縦
割
り
解
消
・

制
度
間
調
整
能
力
）。

　

今
後
、
こ
の
４
つ
が
求
め
ら
れ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
困
難
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
目
指
し
て
ほ
し
い
と
締
め
ら
れ
た
。

ス
で
あ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
情
報

収
集
は
で
き
て
い
て
も
、
そ
の
収
集
し

た
情
報
を
分
析
す
る
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

こ
と
が
不
十
分
で
適
切
な
ニ
ー
ズ
を
引

き
出
せ
な
い
・
ニ
ー
ズ
が
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。　

そ
の
よ
う
な

時
、
自
ら
の
思
考
過
程
を
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
易
し

く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
「
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
を
吉
島

先
生
は
提
案
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
社
協
う
ら
わ
の
高
橋
氏
よ

り
事
例
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
説

明
を
い
た
だ
い
た
。

　

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
移
り
、
事
例
の
情
報
の
中
か

ら
主
観
的
事
実
を
ピ
ン
ク
の
付
箋
に
、

客
観
的
事
実
を
黄
色
の
付
箋
に
記
入
し
、

そ
の
付
箋
を
大
き
な
模
造
紙
に
張
り
付

け
て
相
容
れ
な
い
関
係
（
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ト
）
を
探
し
な
が
ら
情
報
を
深
め
て

い
っ
た
。
検
討
す
る
時
間
が
若
干
短
か
っ

た
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
別
の
発
表
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
な
ん
ら
か

の
ニ
ー
ズ
の
糸
口
を
み
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
発
表
に
な
っ
た
。

　

サ
ロ
ン
終
了
後
、
検
討
会
参
加
者
の

感
想
は
、「
事
例
検
討
に
参
加
す
る
こ
と

や
事
例
提
出
を
す
る
こ
と
に
負
担
が
少

な
い
」「
な
ん
と
な
く
、（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

わ
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と

の
感
想
が
で
た
。
事
例
提
出
者
は
、
現

在
は
終
了
し
て
い
る
プ
ラ
ン
で
は
あ
る

も
の
の
、
み
な
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
、

自
分
が
対
応
し
て
い
た
時
の
考
え
方
や

方
向
性
が
同
じ
だ
っ
た
と
感
想
が
あ
っ

た
。　

　

南
区
で
は
定
期
的
に
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
利
用
し
た
事
例
検
討
会
を
今
後
も

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
則

第
１
章　

総
則

　
（
名
称
）

第
１
条　

本
会
の
名
称
は
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員

協
会
と
す
る
。

　
（
目
的
）

第
２
条　

本
会
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向
上
と
介

護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
支
援
業
務
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　
（
事
業
）

第
３
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次

の
事
業
を
行
う
。

　

（
１
）
介
護
支
援
専
門
員
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
向

上
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
２
）
介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

関
す
る
こ
と
。

　

（
３
）
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

要
と
な
る
情
報
の
収
集
と
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
４
）
上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。

第
２
章　

会
員

　
（
会
員
及
び
賛
助
会
員
）

第
４
条　

本
会
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
（
以
下
「
会
員
等
」

と
い
う
。
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

２　

会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
の
目
的

に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
さ
い
た
ま
市
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有
す
る
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格
者
で
あ
っ

て
、
実
務
研
修
を
終
了
し
て
い
る
者
。
又
は
入
会

年
度
内
に
実
務
研
修
を
終
了
す
る
見
込
み
の
者
。

　

（
２
）
そ
の
他
本
会
が
特
に
入
会
を
認
め
た
介
護
支
援
専

門
員
。

３　

賛
助
会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
に

掲
げ
る
目
的
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
企
業
・
民
間
業
者
等
の
団
体
組
織
に
所
属
す
る
個
人

　

（
２
）
学
識
経
験
者

　

（
３
）
そ
の
他
本
会
が
入
会
を
認
め
た
者
。

　
（
入
会
）

第
５
条　
　

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
費
を
添
え

て
入
会
申
込
書
を
本
部
事
務
局
に
提
出
し
、
役
員
会
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

入
会
申
込
書
に
よ
る
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
本
部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
（
会
費
）

第
６
条　
　

会
員
は
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円
と
す

る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
入
会
者
は

２
，
５
０
０
円
と
す
る
。

３　

賛
助
会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円

と
す
る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
に
入
会

し
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
額
と
す
る
。

４　

会
費
の
納
入
方
法
は
、
指
定
の
口
座
振
込
み
と
す
る
。

　
（
退
会
）

第
７
条　

会
員
等
は
、
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
本
部

事
務
局
に
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
の
申
し
出
を
行
い
届
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
等
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な

す
。

３　

正
当
な
理
由
が
な
く
前
条
に
規
定
す
る
会
費
を
１
年
以

上
納
入
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
（
除
名
）

第
８
条　
　

会
員
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
会
長
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経
て
、
本
会
か
ら

除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
当

該
会
員
に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

（
１
）
本
会
の
運
営
に
著
し
い
支
障
を
与
え
た
場
合

　

（
２
）
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、
又
は
会
則
及
び
倫

理
に
反
す
る
重
大
な
行
為
の
あ
っ
た
場
合

　
（
拠
出
金
品
の
不
返
還
）

第
９
条　
　

退
会
し
、
又
は
除
名
さ
れ
た
会
員
等
が
既
に
納

入
し
た
会
費
、
そ
の
他
拠
出
金
は
返
還
し
な
い
。

第
３
章　

組
織

　
（
役
員
）

第
10
条　

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　

（
１
）
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

　

（
２
）
副
会
長　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

２
名

　

（
３
）
事
務
局
長　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

１
名

　

（
４
）
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長　
　　
　　

１
名

　

（
５
）
広
報
委
員
長　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

１
名

　

（
６
）
各
区
の
代
表
幹
事　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　

10
名

２　

本
会
の
役
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
研
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修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、
各
区

の
代
表
幹
事
と
し
、
総
会
に
お
い
て
会
員
の
中
か
ら
選
出

す
る
。

３　

会
長
は
役
員
会
で
選
出
し
総
会
で
承
認
す
る
。

４　

副
会
長
、
事
務
局
長
、
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委

員
長
、
広
報
委
員
長
、
各
区
の
代
表
幹
事
は
会
長
が
指
名

し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

５　

監
事
は
２
名
と
し
、
総
会
に
お
い
て
役
員
以
外
か
ら
選

出
す
る
。

　
（
職
務
）

第
11
条　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

２　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
不
在
の
時
、
会
長

に
事
故
が
あ
る
時
、
会
長
が
欠
け
た
時
は
、
そ
の
職
務
の
代

行
を
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
務
を
代
行
す
る
副

会
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

事
務
局
長
は
、
本
会
の
運
営
業
務
を
遂
行
す
る
。

４　

役
員
は
、
役
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
執
行
を
決
定
す
る
。

さ
ら
に
、
役
員
の
う
ち
、
第
10
条
１
項
の
（
１
）
か
ら
（
５
）

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
を
組
織
し
て
、
運
営
の
中
枢
と
な
る
。

５　

研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
は
、
研
修
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長
並
び
に
、
第
１
０
条
１
項
の

（
１
）
か
ら
（
４
）
並
び
に
、
会
長
よ
り
氏
名
さ
れ
た
区

代
表
者
と
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
を
構
成

し
、
研
修
計
画
、
研
修
会
の
開
催
、
講
師
依
頼
の
調
整
等

を
行
う
。
又
、
各
区
よ
り
研
修
会
の
開
催
希
望
が
合
っ
た

場
合
、
会
長
よ
り
指
名
さ
れ
た
区
代
表
者
と
連
携
し
研

修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
と
協
議
の
上
、
研
修
計

画
の
調
整
及
び
把
握
に
努
め
る
。

６　

広
報
委
員
長
は
、
広
報
副
委
員
長
と
広
報
委
員
会
を
構

成
し
て
、
協
会
の
広
報
活
動
を
行
う
。
又
、
各
区
広
報
委

員
か
ら
の
各
区
の
活
動
状
況
を
把
握
し
て
、
広
報
誌
の
発

行
、
協
会
の
普
及
・
PR
活
動
に
努
め
る
。

７　

各
区
の
代
表
幹
事
は
、
副
幹
事
と
連
携
を
し
て
各
区
の

活
動
の
中
心
と
な
る
。
又
、
会
長
よ
り
氏
名
さ
れ
た
代
表

者
は
、
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
と
し
て
連
携

を
行
う
も
の
と
し
、
区
内
で
活
動
を
行
う
際
は
、
活
動
計

画
の
企
画
や
調
整
を
行
い
、
区
内
の
会
員
へ
の
連
絡
を
行

う
。
但
し
、
区
内
の
会
員
の
規
模
や
代
表
幹
事
・
副
幹
事

の
み
で
円
滑
な
活
動
が
難
し
い
場
合
は
、
代
表
幹
事
の
判

断
で
区
内
の
活
動
に
協
力
で
き
る
会
員
を
指
名
し
て
、
協

力
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

８　

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
業
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
（
任
期
）

第
12
条　

役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
す
る
。
但
し
補
欠
役
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２　

役
員
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

役
員
は
、
辞
任
し
た
場
合
又
は
任
期
満
了
の
場
合
に
お

い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
職
務
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
解
任
）

第
13
条　

役
員
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
任
期
の
途
中
で
あ
っ
て
も
総
会
の
評
決
に
よ
り
解

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
１
）
心
身
の
故
障
等
の
た
め
職
務
の
執
行
に
耐
え
ら
れ

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

　

（
２
）
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き

　
（
補
助
組
織
の
設
置
等
）

第
14
条　

会
長
は
、
役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
委
員
会
、
専

門
部
会
等
の
補
助
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
）

第
15
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
３

丁
目
８
番
３
号　

社
会
福
祉
法
人
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉

協
議
会
大
宮
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
置
く
。

（
顧
問
）

第
16
条　

本
会
に
専
門
的
な
知
識
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
顧

問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

顧
問
は
、
会
員
以
外
の
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

顧
問
は
、
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
経
験
者

等
、
本
会
の
運
営
に
指
導
・
助
言
者
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
と
し
て
、
役
員
会
に
お
い
て
役
員
の
承
認
の
も
と
決
定

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
章　

会
議

　
（
種
別
及
び
構
成
）

第
17
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
及
び
役
員
会
と
し
、
総
会

は
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
は
、
役
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
（
権
能
）

第
18
条　

総
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

　

（
１
）
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

　

（
２
）
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

　

（
３
）
会
則
の
改
正
に
関
す
る
事
項

　

（
４
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項

２　

役
員
会
は
、
次
の
事
項
を
協
議
執
行
す
る
。

　

（
１
）
総
会
に
付
議
す
る
事
項

　

（
２
）
総
会
に
お
い
て
議
決
し
た
事
項
の
執
行
に
関
す
る
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こ
と

　

（
３
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
事
項

　
（
招
集
及
び
開
催
）

第
19
条　

総
会
の
会
議
は
会
長
が
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
員
に
対
し
、
会
議
の
目
的

た
る
事
項
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
日
時
及
び
場
所
を
示
し

て
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る
。

３　

通
常
総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

４　

臨
時
総
会
は
、
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
又
は

総
会
員
の
４
分
の
１
以
上
の
者
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事

項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る
。

５　

役
員
会
は
、
必
要
な
と
き
随
時
開
催
す
る
。

　
（
客
足
数
及
び
議
決
条
件
）

第
20
条　

会
議
は
、
総
会
に
お
い
て
は
会
員
、
役
員
会
に
お

い
て
は
役
員
の
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
以
上
の
出
席
に
よ
っ

て
成
立
し
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
議
決
す

る
。
但
し
可
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
総
会
に
出
席
で
き
な
い
会

員
は
、
予
め
通
知
さ
れ
た
会
議
の
付
議
事
項
に
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
評
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

は
、
前
項
の
適
用
に
お
い
て
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
５
章　

会
計

　

（
経
費
）

第
21
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
充
て
る
。

　
（
会
計
年
度
）

第
22
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　
（
決
算
）

第
23
条　

本
会
の
収
支
は
、
毎
年
度
、
監
事
の
監
査
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章　

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
取
扱
い

　
（
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
）

第
24
条　

本
会
は
会
員
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
、
以
下
に

あ
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
会
員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る

期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た
後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人

情
報
の
開
示
、
提
供
又
は
漏
洩
の
な
い
よ
う
適
正
か
つ
適

切
な
取
扱
い
を
行
な
う
。

　

（
１
）
会
員
個
人
の
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号
、FA

X

番

号
等

　

（
２
）
会
員
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
所
属
事
業
所
名
及
び

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等

２　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人
情
報
の
開
示
、
提
供
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

３　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
個
人
情
報
を
私
的
な
営
業
活
動
や
営
利
目
的
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
７
章　

会
則
の
変
更
及
び
委
任

　
（
会
則
の
変
更
）

第
25
条　

こ
の
会
則
を
改
正
す
る
と
き
は
、
役
員
会
の
発
議

に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
委
任
）

第
26
条　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
会
則
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経

て
、
別
に
定
め
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
15
年
６
月
14
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

２　

こ
の
会
則
の
施
行
日
以
後
、
最
初
に
選
任
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
、
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
16
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
16
年
６
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
17
年
６
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
21
年
５
月
23
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
22
年
５
月
29
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
22
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
23
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。
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平成 24年度
さいたま市介護支援専門員協会【年間事業計画】

月 全体・執行部主催研修内容
幹事会活動・研修

内容
施設ケアマネ研修

内容
研修・ネットワーク推進委員会

広報委員会
役員会

４月
執行部会
役員会

５月
 通常総会
 第１回全体研修「基調講演」

（講師　東内　京一氏）

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

６月
 施設ケアマネサロン

「感染症対策～あなたの
施設はどうしてる～」

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

７月
 第２回全体研修

「医療関連分野の研修」

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

８月
広報委員会

研修・ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

９月
第３回全体研修

「専門関連分野の研修」
第１回施設ケアマネ研修

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

10 月
広報委員会

研修・ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

11 月
第４回全体研修

「連携関連分野の研修」

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

12 月
広報委員会

研修・ネットワーク推進委員会
施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

１月
 第５回全体研修

「制度関連分野の研修」

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

２月
第２回施設ケアマネ研修

「講義」
（講師：峯尾武巳氏）

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

３月
第６回全体研修

「講演」

広報委員会
研修・ネットワーク推進委員会

施設ケアマネ委員会

執行部会
役員会

備考
７月頃　講師：峯尾　武巳氏　在宅ケアマネ向けの委託研修
ケアプラン変更様式に伴う、委託研修
協賛研修として、医師会・さいたま市介護保険サービス事業者連絡協議会等協賛研修

各区
ケアマネサロン
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リニューアルしたので見てくださ〜い !!

会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局ま
でご連絡ください．

　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

事 務 局 よ り

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

　さいたま市介護支援専門員協会設立 10 周年を迎えることができました。
　広報誌もおかげさまで、Vol. 26 まで発行することができました。
　役員の皆様をはじめ、会員の皆様、関係者様のご支援、ご協力をいただきまして誠にありが
とうございました。

　10 周年記念にご祝儀やご祝電をいただきましたのでご紹介させていただきます。

　ご祝儀
　　歴代協会顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳沢　賢司　様
　　歴代協会顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山　正行　様　
　　歴代協会顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　崇之　様　　
　　埼玉県訪問看護ステーション連絡協議会　　　　　　　　　　　中島　悦子　様
　　旧岩槻市介護支援専門員連絡会　会長（南平野クリニック）　　若杉　直俊　様

　ご祝電
　　さいたま市介護支援専門員協会　初代会長　　　　　　　　　　小川　洋子　様
　　川崎市介護支援専門員連絡会　会長　　　　　　　　　　　　　中馬三和子　様
　　「川崎より総会のご盛会を心よりお祈りいたします。
　　これからの介護支援専門員のあり方を共に考え合える関係を今後も構築していきましょう。」

　今回の広報誌は、「会則」「年間事業計画」「役員名簿」を掲載させていただきました。また、
広報誌の「ちょっと coffee　break」コーナーですが、今年度も引き続き掲載していきます。会
員がリレー式で担当していきますので、あなたの順番がきたらよろしくお願いします。

　これからも、「読んでいただける広報誌」を目指していきますので、ご意見、ご要望があり
ましたらご連絡ください。

あとがき


